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高速RNSモンゴメリ乗算器の小面積化のためのパラメータ選択法
Parameter Selection Method for Small Area of Fast RNS
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あらまし
近年の IoT(Internet of Things)機器の急激な増加に伴
い、IoT機器上で公開鍵暗号を扱う需要が高まっている。
IoT機器で公開鍵暗号を扱うためには小規模な回路で高
速に剰余乗算を行う必要がある。RNS(Residue Number

System)表現を用いたモンゴメリ乗算器 [1]は回路規模
を抑えることができ、さらにその上で高速化を実現す
る RNSのパラメータの選択方法 [2]も提案されている。
しかし、これらの回路規模の評価は、FPGA(Field Pro-

grammable Gate Array) に実装した際の DSP(Digital

Signal Processor)数や Slice数で行われており、全体の
回路規模を単純に比較することが困難であり、回路規模
を考慮した実装パラメータを選択することが困難であっ
た。そこで、本研究では、RNSモンゴメリ乗算器を構成
する大きな要素が乗算器と加算器が支配的であると考え、
それらの回路規模を全加算器で換算し、実装パラメータ
毎の回路規模を比較する手法を提案する。この手法を用
いて、過去の検討でなされた高速な実装パラメータに加
えて回路規模を評価し、高速かつ小規模な実装パラメー
タの選択例を示す。
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